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はじめに 

昨今、医師の不足や偏在が大きな社会問題となっています。この原因のひとつとして、

女性医師の増加に、意識改革や育児支援制度の整備が追いついていないという現状があ

ります。この問題には、国をあげて取り組む必要があるのはもちろんですが、私たちも

家庭単位で、地域単位で、また職場単位で、とさまざまなレベルで取り組んでいかなけ

ればならないと思います。 
皮膚科は学会会員数からみると最も女性の割合が高い診療科です。30 代までの会員

ですとその 7 割が女性です。したがいまして、皮膚科学会こそがこの問題に積極的に取

り組み、他科のモデルとなっていくべきであるといえます。今回、私は、皮膚科学会中

部支部学術大会におきまして、そういった問題をいち早く重視された熊切正信会頭から

発言の機会をいただきました。そこでは、私どもが旭川医科大学という大学単位で行っ

てまいりました育児支援、復職支援の取り組みの概要、そしてその効果についてお話さ

せていただきました。本日はその一部を紹介させていただきます。 
 
復職・子育て・介護支援センター 

私どもは平成 19 年の 10 月、大学内に「復職・子育て・介護支援センター」を設立

いたしました。しかし、こういった事業は医科系大学内ではほとんど前例がなく、いつ

までに、どういったことをなしとげたらよいのか、という全体像を最初に決めることは

できませんでした。そこで私たちがとった手法は、まずできそうなことから一つずつは

じめるというものでした。 
いかにも場当たり的と批判されそうですが、じつはこれは「エレファントバイト方式」



と呼ばれるきわめて有効な戦略のひと

つです。どういうことかと申しますと、

エレファント、像を一頭食べなさい、

などというとほうもないことをいわれ

たら、だれでもいったいどうやったら

食べられるのか面食らってしまいます。

そのようなときにはまず、肉を一口サ

イズに切って食べていけばよいのです。

いつになったら食べ終わるのかはわか

りませんが、一口ずつでも食べていけ

ばいつかは必ず食べ終わります。 
というわけで、とほうもない大きな問題を解決しなければならないときには、まずで

きそうなこと、自分が得意な分野から始めていけばよいということです。やっているう

ちに全体像がみえてきて、足りない分野、さらに必要な資源などが明らかになっていき

ます。 
 
ロールモデル作り 

実際、私たちは大学単位での育児支援の仕事をできそうなことから一つずつ、手ごた

えを確かめながら進めてきました。そしてこの手法は確かに有効でした。 
まず解決したいこととしてロールモ

デルの不在がありました。女性医師は

はじめての子育てに直面すると、どの

ようにふるまってよいのかわからず、

周囲への気兼ね、子供への罪悪感など

に押しつぶされ、仕事と育児の両立を

断念してしまいがちです。そのような

とき、もし身近にロールモデルがいれ

ば大きな助けになります。しかし同じ

医局にちょうど子育て中の先輩がいて

くれるという幸運はそうあるものではありません。またあまりにも年配の女性ですと周

囲の状況が違いすぎて参考になりません。 
そこで私たちは大学内で育児をしながらも着実にキャリアアップをはたしている中

堅の女性医師や看護師のかたに体験談をはなしていただきました。2 ヶ月から 3 ヶ月に

1度くらいのペースで、ランチタイムに 10数名から 30名程度が集まって行っています。

そしてその体験者の方々から後輩への育児応援メッセージをホームページで公開して

います。これまで診療科や部署、職種のちがいという垣根があるため、どこにどんな体



験をおもちのかたがいらっしゃるかは中々知りえなかったのですが、その垣根を取り払

った、定期的な情報交換の場をもてたことで、それぞれの方が必要としていたロールモ

デルを見つけていただくことができたのではないかと思います。 
この取り組みは大変評判がよく、私自身も毎回どのようなお話がきけるのか、楽しみ

にしています。2 年半つづけてきて、内容も、男性医師による子育て体験談や、独身女

性による親の介護体験談へとひろげていきました。ちょっと怖そうに見えたあの先生に

こんな人間的な面があったのか、と知ることができて職場の雰囲気がよくなったことも

ありました。今や私たちの大学では、仕事と家庭の両立の問題はなにも子育て女性に限

ったことではなく、すべての人にふりかかってくる問題なのだという気づき、が生まれ

ていると思います。 
 
キッズスクール 
 次に私たちが平成 20 年の夏から始

めてとても気に入っている企画にキッ

ズスクールというのがありますのでご

紹介します。これはその年の 2 月、私

がある医科系大学に講演にお邪魔した

ことがきっかけでした。その大学では

翌年の４月から YMCA と協力して病

院職員のための学童保育を開始すると

のことでした。 
しかし、旭川には YMCA はありませ

ん。大学独自で学童保育をはじめるには予算もノウハウもありません。でも何か私たち

でもできることはないだろうか、と知恵をしぼり、たどりついたのが一口サイズの企画、

夏休みキッズスクールでした。職員の子供たちが長期休暇にはいって家でたいくつしが

ちなときに少しでも楽しい思いをしてもらおうと、3 日間大学内でさまざまな活動をし

てもらう企画です。 
 子供たちの遊び相手は大学の学生さんたちにボランティアでお願いしました。近くの

公園にいったり、解剖学の先生に人体模型をみせてもらったり、ミニトマトの収穫体験

をしたりとさまざまな活動をしてもらいました。朝、親といっしょに大学にきて、同年

代の子供たちやお兄さん、お姉さんたちと遊び、そして夕方には親が迎えに来てくれて

いっしょに帰る、という 3 日間を子供たちも、親たちもとても喜んでくれました。 
それ以来、毎年夏休み、冬休みに開催しています。親同士の交流ともなりました。さ

らには市内の勤務医の形成外科の先生は、大学に身分があるとこのサマースクールに子

供を参加させられるということで、皮膚科の非常勤講師になっていただきました。皮膚

科としても、手術の技術指導をしていただけるのでキッズスクールを展開することで思



わぬ収穫を得ました。 
ボランティアをしてくれた学生さんたちにも卒業後は仕事と育児を両立することは当

然のことという認識がうまれ、また母校が大学全体として職員の子育てを応援している

ということも知ってもらえたと思います。こういった活動が功を奏し、旭川医大病院で

は、初期臨床研修の医師数がいっときは 11 名まで落ち込みましたが、その後回復し、

今年は 31 名の研修医を得ることができました。 
 
また昨年の 12 月には病後児保育室を

オープンしました。現在は子供たちの

登録数は 60 名以上となり、いざという

とき、仕事を休めない親にかわってお

世話をしています。保育室はあずける

親にもお子さんにも気に入っていただ

けて、すでに喜んでリピーターとなっ

ている子供たちもいます。本当は病気

にならないのが一番ですが、なってし

まったときに安心して過ごせる場所が、

職場内にあるということは働きやすい環境であるために大変重要なポイントです。 
 
この成果もあって看護師さんの離職率が低下し、また育児休暇後の復職率もあがりま

した。市内の病院で勤務医をしている子育て中の皮膚科医の方は、その病院には病後児

保育室がないため、うちの施設の利用資格を得るために、大学の非常勤講師となって月

に一度、皮膚科の美容外来を手伝っていただくことにしました。さきほどの形成外科の

先生の場合もそうですが、医師が増えると医業収益が上がって病院経営にもプラスに働

きます。 
 

時間の都合で本日はお話できなかっ

たその他の私どもの取り組みについて

は、大学のホームページをご覧くださ

い。本日の私の話が少しでも皆様の職

場、あるいは地域での育児と仕事の両

立支援へむけた意識改革、そして具体

的な行動のきっかけや参考となれば嬉

しく思います。ありがとうございまし

た。 


